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要約：本研究は，５歳児向けのIT教育として開発されたカリキュラム「こどもモード	 Ｋ
ｉｔＳ（キッツ）」を実践し，効果を検証するものである．2014年4月より幼稚園・保育
園での導入が開始し，スマートデバイスや知育アプリを活用した1年間にわたるカリキ
ュラムが実践しており，教育目標として「チームワーク力」，「創造力」，「IT力」の育成
を設定している．本発表では，これらのプログラムで実践されているカリキュラムの内

容と，それらを通じ育成する子どもたちの変化をどのように評価するかに関わる検証方

法について紹介する．カリキュラム導入時の子どもたちの様子と，現在進行されている

実践の様子から見られる変化の兆しについて検討する．  
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１．幼稚園・保育園の IT導入	 

	 近年，デジタルメディアは多様化し，子どもの日

常生活に溢れ，スマートフォンやタブレット端末の

乳幼児利用も浸透している．しかし，乳幼児期のデ

ジタルメディア利用に対し，問題とする立場がある．

アメリカ小児科学会で出された提言では，2歳未満
の子どもがメディア使用で教育的恩恵を得る証拠

がほぼないとしており，利用をすすめていない(1)．

全米乳幼児教育協会（NAEYC）は，これまでの受
動的メディアとインタラクティブな操作が可能な

タブレット端末等が異なることを指摘しつつ，新た

なメディアが子どもの直接経験や創造的な活動を

強化するような使用方法を保育者，保護者，研究者，

企業がともに検討していく必要性を説いている(2)． 
	 日本の幼児教育現場では，保育士が不安を抱くこ

とにより，デジタルメディアがうまく活用されてい

ない状況にある(3)が，そのような状況を踏まえ，保

育におけるガイドラインが提案されており(4) ，家庭

における親子の利用に関して提供する企業からの

ガイドラインが作成された(5)．また，親子のメディ

ア利用における教育効果の可能性を検討する試み

が行われている(6)．幼稚園・保育園においても同様

に保育者，保護者，研究者，企業を交えて検討して

いく事が重要である． 
 
２．こどもモード	 ＫｉｔＳ（キッツ）の概要	 

本カリキュラムは教育目標として，「チームワー

ク力」「創造力」「IT 力」の 3 つを掲げている．プ
ログラム１回は約 40分，4月から 2月までの間に，
月 2〜4 回の実施で合計 20〜30 回のカリキュラム
が準備されている．4〜10月までは主にチームワー
クを築く活動が想定され，スマートデバイス向けア

プリ「つなげっと」(7)が使用される．11〜2 月まで
は創造力を育成する内容で「らくがキッズ」(7)が使

用される．プログラムのウォーミングアップで「リ

ズムえほん DX」(7)が使用されたり，1 年のプログ



ラムを通じて IT力の育成にも配慮されている． 
カリキュラムは年間を通じて活動の難易度を徐

徐に上げると同時に各プログラムで小目標が設定

されている．タブレット端末の使用は活動時間全体

の 2割程度で，アプリの内容に則して，画用紙に絵
を描いたり，自分たちの地域につなげた学習へと発

展させたり，発表時間を設ける等，子どもたちの興

味や反応により適宜先生方が柔軟に展開している． 
 
３．評価の方法	 

（１）調査対象者 
２０１４年４月よりカリキュラムを実施してい

る東京都 S幼稚園年長児クラス（24名：男児 13名
女児 11名），埼玉県 Y保育園年長児クラス（23名：
男児 12名女児 11名）． 
（２）調査概要 
カリキュラム導入時と実践後に調査を行い，その

変化からカリキュラムの効果を検証する（図 1）． 
 
 
 
 
 
 
 

図１	 実験計画の概要 
調査項目は教育目標に関連する課題を実施し，以

下の手順で行う． 
1. 2人 1組となり，先生からの質問に対し，相談
しながら思いつく限り回答してもらう． 

2. 自分たちが出したアイデアについて，各自タブ
レット端末アプリで絵を描いてもらう． 

	 実験の様子は全てビデオで録画し，描いた絵は保

存する．特記事項があれば調査用紙に記入する． 
（３）分析方法 
録画したビデオにより発話を全てプロトコル化

したもの，記録した絵画，タブレット端末使用の観

察から 3つの教育目標に照らし，分析を行う． 
チームワーク力	 園児 2 人一組の発話内容につい
てラベリングを行い，アイデアを出すプロセスにお

いて，対話の連鎖をカウントし，評価する． 
創造力	 園児 2人の対話の中で，お互いの発話から
アイデアが展開した箇所を抽出する．また描いた絵

の工夫点をルーブリックで点数化し，評価する． 
IT 力	 操作する過程でエラーで困った回数，操作

方法に関する質問回数，描画ソフトで使用した機能

の数をカウントし，評価する． 
3つの教育目標について，事前調査と事後調査と
の比較を行い，変化のあった点を分析する．また変

化のあった点については，カリキュラムの実践にお

いて何が影響したのか，毎回教員に記録してもらう

日誌と個別園児の変化のシート，定例会の議事録か

ら，要因を特定することでカリキュラムを評価する． 
（４）今後の予定 
現在，事前調査と１回の定例会，チームワーク力

を中心としたカリキュラムが完了している．これま

で課題に対して話し合う体験の少なかった園児達

は，当初園児対教員のやり取りが多い様子がみられ

たが，現在，園児同士で相談する対話がみられてい

る．その中でお互いのアイデアに影響される様子も

観察されている． 
今後は，定例会と観察，日誌等の記録物を検討し，

事後調査との比較結果と合わせてカリキュラム

KitSを評価していく予定である． 
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